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土壌中の効果的な溶質拡散に成功 

 

 

 

 

 

 

 

＜業 績＞ 

 岡山大学環境生命科学研究科の森也寸志准教授は、土壌間隙構造の解析から効果的な溶質移動を実

現する浸透条件を見つけ出し、これを汚染土壌の浄化や劣化土壌の修復に役立てる技術に発展させま

した。 

 土壌間隙中の浸透現象をＸ線で造影すると、マクロポア・ミクロポアという二重間隙構造を持ち、

水分量によってその浸透領域が劇的に変化することがわかりました（補足図１）。通常、人工的に薬

液を流そうとすると図１左側のように一部しか溶液が流れないことがよく知られていますが、今回

-3kPa という微弱な不飽和状態を維持すると図１右側のように土壌全体に薬液を流すことができるこ

とがわかりました。このとき通常の 1/10 の薬液量で汚染土壌の浄化ができることがわかりました。 

一般に環境技術はハイテクに偏りがちですが、技術の普及には低コストで環境へのインパクトが小

さいことが必要で、自然に学んだこの技術は有利であると考えられます。土壌内部に溶液を効果的に

拡散させるためには、耕耘などで土壌を柔らかくすることが常識ですが、昨今の強雨のために土壌が

流亡するリスクが非常に高く危険です。表層を乱さずに浸透性を改善するという背反する課題を解決

した点が大きな成果といえます。 

 

＜見込まれる成果＞ 

 本成果の特徴は、自然の土壌がもともと持つ性質を巧みに利用して、溶質移動を制御するところに

あり、動力源を使わずに効果的に土壌内部に溶液を導入します。さらに、植物や土壌動物によって作

られた粗大間隙―マクロポアーを擬似的に土壌の中に作り、繊維を中に充填すると、通常の土壌より

ずっと速く、全体に薬液を行き渡らせることが出来ました。雑草も生えにくい排水性不良地にこれを

施すと一部では植生の回復が見られ、土壌の有機質化、植生回復、また二酸化炭素固定に役立つ技術

となる可能性を示すデータが得られ、その将来性が見込まれます。 

 

 

概要：本学環境生命科学研究科の森也寸志准教授は、汚染土壌の浄化や劣化土壌の修復に役立つ溶

液拡散技術の開発に成功しました。本研究成果は 2013 年 2 月、『Ecological Engineering』、また

『Journal of Hazardous, Toxic, and Radioactive Waste』に掲載されました。実施応用例は 2013

年 11 月の米国土壌科学国際学会で発表されました。 

 土壌中の溶質移動は目に見えず、また亀裂などの不規則な構造を持つため、思うように溶液を拡

散させることが出来ませんが、植物根など自然の構造を模した人工構造を作ると効果的な溶質拡散

が行われ、土壌浄化、劣化土壌の修復が可能であることがわかりました。 
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＜補 足＞ 

 
 本研究は日本学術振興会（JSPS）「最先端・次世代研究開発支援プログラム」の助成を受け実

施しました（H23-25、 7670 万円）。 
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図１ 水分量によって全く異なる物質移動の発生領域（Ｘ線撮影による） 

４枚の写真は同一土壌だが不飽和度が違うと物質移動の発生領域が変わる。 
流れる領域は人体の大動脈と毛細血管の機能分化にも見えるところが興味深い。 


